
コンテンツの作成・提供にかかる活動 



レガシーコンテンツ再生プロジェクト 

2012年度報告 
 
 

千葉大学附属図書館学術コンテンツ課 
丸茂里江，佐野悠 

 



『児童文学事典』の電子化 
『児童文学事典』  
日本児童文学学会編  
（東京書籍） 1988年 
 
児童文学を初めて学ぶ学生にとっては 
必須の参考図書 
 

20年以上図書館で利用さ
れた結果 

500ページ以上欠落 

新品 

 
電子化のプロセス 

・既存の事典の権利処理 

・Web版作成のモデル形成 

 

電子版 
『児童文学事典』 

 

 今までの事典は誰か
が使っていると使えな
かったけど、電子版な
らいつでも利用できる 



電子化のプロセス 

• 権利処理 
– 出版社、執筆者 

• 追加・訂正情報の確認 
• 利用モデル等の検討 
• PDF化の準備 
• PDF化作業 
• 公開方法の検討 

 



授業資料ナビゲータ 

• 授業を対象としたパスファ
インダー 

• 担当教員と図書館員が協
力して作成 

• 授業内容に即した図書や
Webサイトなどを掲載 

• Webページ*で公開の他、
印刷体も配布 

• 特に、主題知識の乏しい学
部１・２年生へのナビゲー
ションツールを目指す 

 

*http://alc.chiba-u.jp/pathfinder/ 

 



授業資料ナビコーナー 
本館N棟２階ブックツリー 

授業別に配架 

「貸出可」と「館内用」
の２冊を用意 



授業資料ナビゲータの作成 
教員と図書館員の協働作業  

• 情報提供・アドバ
イス 
– 授業のテーマ 
– キーワード 
– 参考文献 

• 修正依頼 
• 確認・校了 
• 授業で紹介、配布 

 

教員 
 協力依頼 
 調査と文献収集 
 所蔵有無、入手可否 

 編集 
 修正・校正 
 完成、Web公開・印刷 
 図書の装備・配架 

図書館員 

アンケート、授業動態調査 貸出統計等の調査 フィードバック 

h014
ノート注釈
h014 : Marked
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2012年度 配架資料と貸出状況 
・ナビコーナー配架資料 
 
 
 
                           

                   

                 ＊前期と後期の重複103冊を含む 
 

・ナビコーナー配架資料貸出状況 
 
 
           
 
 

                  ＊前期は2012年4月1日から2012年8月31日 
             後期は2012年10月1日から2013年2月20日の間の貸出回数 

前期 後期 合計
貸出タイトル数 203 190 393

貸出回数 371 431 802

前期 後期 合計
配架タイトル数 499 397 896

配架冊数 911 707 1618



2012年度 配架資料と貸出状況 

授業資料ナビコーナー配架資料の貸出率・・・44％ 
（貸出タイトル数÷配架タイトル数） 
授業資料ナビコーナー配架タイトル数 896タイトル 
貸出のあったタイトル数 393タイトル 
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貸出回数身分別内訳 
（2012後期） 
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＊授業資料ナビの文献を読むことで授業で紹介した内容の理解が深
まる。学生が質の高い文献を読むきっかけになり、自己主導型学習を
促進するという点で有益だと思う。 
 
＊レポートの内容が良く、参考文献をもとに学生が授業内容に対する
知識を深めたことが分かった。 
 
＊おかげさまで学生が効果的に知識を深めることができ、学習のモチ
ベーションも上がったと思います。本当にどうも有り難うございました。 
 
＊授業中に多くの時間をとって講義した内容に関わる文献と現在の若
者や青少年の現状や就職を分析した文献の貸し出しが多いように思
う。学生は、授業で興味・関心を喚起されたテーマの図書を借りている
のではないかと思う。 

教員からの声 



Moodle の運用 

基盤整備 
 

利用支援企画課 武内 八重子 

2013.6.4 2013年度第1回アカデミック・リンク・セミナー 



Moodle Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment 

• インターネット上で，授業用のWebページを作るための
オープンソースソフト 

• ラーニング・マネージメント・システム 
 

• Moodleでできること 
– ファイル：Word，PowerPoint，動画，音声等 
– フォーラム：参加者によるディスカッション 
– 小テスト：さまざまなタイプの問題，データベース化が可能 
– 課題：提出物をアップロード，再提出も可 
– ・・・ 

 

 



• 千葉大学Moodle 
– 2010年度から本格運用 
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2012年度の活動 
• 千葉大学Moodle2012の運用 

– 講習会および利用支援 
• 教員向け：普遍教育センター学習会（1回） 
• 学生向け：あかりんアワー（2回） 
• Moodleサポート（主にメールによるサポート） 

 
• システム更新 

• ver.1.9 → ver.2.4  
 

– 利用ガイド作成 
• 学生用（簡易版） 
• 教員用（簡易版，冊子版） 
• コースのバックアップ＆リストア 

 



2013年度の課題 
• サポートサイトの充実 

• FAQ 
• マニュアルの改訂 

 



授業の録画体制の確立と配信の実施 

オンラインクラスルーム 
プロジェクト 

 
利用支援企画課 武内 八重子 

2013.6.4 2013年度第1回アカデミック・リンク・セミナー 



オンラインクラスルームプロジェクト 
• 授業の録画配信を中心とするe-learning環境の整備 

 
• 2012年度の活動 

– 授業収録，提供 
– 授業紹介動画収録 
– 技術支援（端末整備，教材開発支援） 



授業／授業紹介動画の 
収録・編集 

技術支援 
 

（端末整備，教材開発支援など） 

教員      2名 
 

職員      1名 
 

学部生/大学院生 19名  → ALSA-TT 
    Academic Link Student Assistant – Technical Team 



連絡調整 
動画の公開 

動画の収録 
動画の編集 
端末整備 

教材開発支援 

総括 

技術の共有・継承，動画収録・提供方法の検討 
  （マニュアル，チェックシート，教えあい） 

教員 ALSA-TT 図書館員 



技術支援 
• 端末整備 

– ノートPC，タブレット  
計10台ずつ（毎週） 

• 教材開発支援 
– 物理学問題集の

Moodle化 
– Moodleマニュアル作成 



授業 収録・提供 

前期 

 ディジタル信号処理 3回 板書のみ 提供 コンテンツスタジオ 

 教育・学校と社会 5回 スクリーン＋板書 － コンテンツスタジオ 

 ハンガリーを学ぶA 4回 スクリーン＋板書 － コンテンツスタジオ 

 図書館概論 4回 スクリーン＋板書 － コンテンツスタジオ 

 物理学B 力学入門 2回 板書のみ 提供 講義室 

後期 

 物理学A1 入門 14回 スクリーン＋板書 提供 コンテンツスタジオ 

 線形代数学A 14回 板書のみ 提供 講義室 

 線形代数学B2 13回 板書のみ 提供 講義室 

 微積分学B2 14回 板書のみ 提供 講義室 

 物理学C 電磁気学入門 14回 板書のみ 提供 講義室 



• 反復により学習効果が見込まれる分野・授業を
収録（自然科学の専門基礎科目） 
 

• 撮影・配信をする点における教員の心理的負担 
• 作業手順の検討 

 
• オフレコカード 
• チェックシートやマニュアルの作成 



• 公開のプラットフォーム：Moodle + Youtube 
– Moodleのログイン機能 → 学内者 
– Youtubeの限定公開 → 入口を限定 

 
• 動画の案内：各授業履修者に紙で配布 

– 初回の動画公開後，試験直前の2回 
 

月 火 水 木 金 

収録 
（3コマ） 

収録 
（1コマ） 

収録 
（1コマ） 

編集完了 

確認 ＆ 
書き出し 



授業紹介動画 収録 
• 学生の授業選択の支援 

– 普遍教育の教養展開科目 11科目 
– 初修外国語科目 4言語 

 
• 公開のプラットフォーム：webページ + Youtube 

 



2013年度の課題 
• 収録ターゲットの検討 

– 授業動画 
• トピックごと 
• 演習解説，応用的内容 

– 授業紹介動画 
– あかりんアワー動画：「教員が研究の楽しさを語る」シリーズ 

 
• 教材開発支援 

 
• 著作物とどう向き合うか？ 



「デジタルコースパック プロジェクト」 

学術コンテンツ課 田川裕美 

千葉大学アカデミック･リンク･セミナー （2013年度第１回） 
「アカデミック・リンクはどこまで進んだか ：  
 2012年度の活動報告と2013年度の課題」 
2013年6月4日 

29 

ー物理学問題集の電子化とMoodleを介した提供ー 



デジタルコースパック プロジェクト とは 

• 刊行物の一部、教員の自作教材、あるいは学術
論文の一部などを組み合わせて電子的にパッケ
ージ化し、新たな授業教材を作成するための支
援を行うプロジェクト 

 
• レガシーコンテンツ再生プロジェクトは刊行物全体を
電子教材として提供することが目的 • 本プロジェクトでは、教員がさまざまな資料を組

み合わせてお手製の電子教材を作成する、その
支援をするところに特徴がある。 

30 



• 著作権処理 

サブプロジェクト 

31 

• 物理学を対象とした演習問題集の eラーニング化 
 
     
• デジタルコースパックの多様な形式での提供 

（PODによるコースパック冊子体の試作例） 



• 多様な形態での教材の提供 

物理演習問題集の電子化 

32 

• Moodleを介した物理問題集の提供 

 千葉大学普遍教育における共通専門基礎科目（物理） 
 「力学」「電磁気学」「熱統計力学」「量子力学」など 
  
 特に「力学」「電磁気学」は，理工系学部の1・ 2年生大半が受講       

Moodle 
 -  Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment 
 -  オープンソースのLMS  
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• ここ３ヶ年度不動のベストリーディング “図書”  
長岡洋介, 丹慶勝市，「例解電磁気学演習」，岩波書店（1990） 

多様な形態の教材一例(図書担当の立場から) 

2010年度 

2011年度 

2012年度 



Moodleを用いた物理演習問題Ⅰ 

34 

Moodleの小テストモジュール 

• 小テストの問題作成 
– 多肢選択問題，数値問題 
– 従来タイプの問題は電子コンテンツになりにくい 

• 証明問題 
• 解の形が複数ある場合 

【他の事例】 
EMaT（工学系数学統一試験）http://www.aemat.jp/exam/ 

•「過去の試験問題や解答・解説を授業などで利用することを歓迎します。 」 
•マークシート方式なので，電子化が容易 

STACK 
•オープンソースの数学オンラインテスト・評価システム  
•Moodleと連携 



Moodleを用いた物理演習問題Ⅱ 

35 

• 共通演習問題・小テストの電子コンテンツ作成 
– 当面は力学と電磁気学 
– 基礎問題→応用問題→小テスト 

基礎問題1：  解説 
基本問題2：  1の類題をフォローなしで解く 

– 当面は多肢選択問題 
 

• 【メリット】 
– すぐに復習  ← 解答期間設定 
– 繰り返し学習  ← 正解するまで何度でも 
– 学習の習慣・・・多くの問題を解く  ← 自動採点 
– 多様な問題  ← 問題のランダム生成 
– 理解度の把握・問題点の早期発見  ← 統計処理 



Moodleを用いた物理演習問題Ⅲ 

36 

サンプル問題 

問題の作成とMoodle化 
・ 問題作成: 大日本印刷株式会社および丸善グループの支援 
・ Moodle化: ALSA-TTの支援 

受験後に解説で確認 



授業での試行１ 

37 

対象： 電磁気学1（普遍教育共通専門基礎） 
          工学部ナノサイエンス学科1年 

利用方法:  
1. 1回の授業あたりの問題数は5問程度 
2. 制限時間を60分とする 
3. 受験時に同一問題への複数回の解答は不可 
4. 受験回数を1回に制限する 
5. 受験期間は次回の授業までの1週間とする 



授業での試行２ 

38 

教員からみた学生の反応 
• 毎週，受講学生の大半が小テストを受験 
• 紙で出された宿題（演習の授業）と比較した場合でも， 
    小テスト受験の割合は高い 
    → Moodleでの実施でも敷居は低い 
 
• 小テストに加え，授業へのコメントもMoodleで実施 
    → コメントで小テストの解説を望む声 
    → 小テストは受験，コメントは未提出の学生もいる 
 
• 問題の難易度： 7〜8割の正答 
    → 復習として適している 
• 受験を一回としているが，繰り返し復習したいとの要望あり 



39 

問題バンク 

Moodleの小テスト問題を共有化 



問題の充実化 
– 難易度についてより広範をカバーする 

 

– 新たな科目の問題集作成とMoodle化 
      力学1，電磁気学2 （今学期） 
     
問題バンクにおける改善 
  Moodleのバージョンアップ（v1.9 → v2.4）に伴う変更 

40 

今後の課題と対応 



教材作成に係る権利処理に 
関する取り組み 

大学学習資源利用モデル研究会 

利用支援企画課 
島 文子 



大学学習資源利用モデル研究会とは 

• 2012年9月活動開始 
• 国立大学、私立大学、大学出版会、全国大
学生協連合会等の関係者による 

• 高等教育における電子的学習資源の製作、
共有化の促進と学習、教育における電子的
な著作物の円滑な利用環境の構築を目指す 

• 座長：千葉大学附属図書館長 竹内比呂也 



設立の背景 

• 学習、教育のスタイルの多様化 
• 電子的な形態の著作物の教育利用の増加 
• 著作権法は新しい学習環境における利活用
を想定しているとはいえない 

• 許諾の事務処理に過重な負担 
⇒著作物の利活用を抑制するマイナス面 



研究会の目的 

• 電子的学習資源の製作、共有化を促進する
体制づくり 

• 学習、教育における電子的な著作物の円滑
な利用環境を整備するための具体的方策の
提案 



具体的な方策① 

• 電子的学習資源の製作のためのガイドライン
を策定 
– 授業教材の作成・配布、LMSへの登録、SNS・ML
での配布等の際、無許諾で利用することができる
範囲を決める 

– 複数ページを複製する場合 
– 自作教材内で再利用（転載、改変、翻訳）する場
合 

 



具体的な方策② 

• 電子的学習資源を適切に流通させるための
事業モデルを構築 

• 著作権管理団体、商業出版社との合意形成 
– 無許諾で利用できる範囲を超える利用 
– 権利者と大学との包括ライセンスによる使用許諾 
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